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上げられた
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がある。それはただ現実の世界を芸
術的に再現したというにとどまらず、何か現実と異なったもの
0 0 0 0 0 0 0 0 0
、といって単に非現実
的あるいは無限的であるのではなく、むしろ現実より強い存在を持ったもの








































































































































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
とい
うことである。東洋全体が植民地化せられるか否かの分かれ目はこの時代にあった。世界史は
この時からして真に世界史になる。」（『全集』④－p288、傍点原文）また、講演筆記「国民道
徳論」（1930年）には、もっと直接的な主張がみられる。「日露戦争後「黄禍」なる語が欧州
に流行したが、白禍はたえず行なわれていたのである。日本人によって白禍が阻止されたに過
ぎない、これを黄禍と称するのであろう。これらは日露戦争の重大な結果である。」（『全集』
別巻二p76）。
 （ゆみや　あおい　大阪国際大学非常勤講師）
